
発表順 演 題 名

1 学校健診における着衣の問題 京都府 井本 雅美

2
「児童生徒のプライバシーや心情に配慮した学校健診」

～令和6年度、川崎市の対応について～
神奈川県 佐々木 明德

3 学校健診方法の統一について(横浜Ver） 神奈川県 水谷 隆史

4 大阪府内における「５歳児健診」実施現状と今後の課題 大阪府 森口 久子

5 横浜市の公立学校における成長曲線の活用について 神奈川県 大川 拓也

6
福岡市医師会小児生活習慣病検診10年間の検討

～コロナ禍後にやるべきこと～
福岡県 青木 真智子

7 緊急心電図ホットラインと再判読による学校心臓検診の精度管理 神奈川県 岩本 眞理

8 鳥取県西部地区における人員配置のやりくりに関して 鳥取県 阿部 博章

発表順 演 題 名

1 学校医による子どもの心の問題への対応状況と意識調査 神奈川県 橋本 卓史

2
コロナ流行開始５年後（２０２４年）の中学生のメンタルヘルス

－女子改善・男子増悪－
三重県 梅本 正和

3 子どもたちが自分を大切にするために 東京都 川上 一恵

4
市立小中学校での1人1台端末を用いたメンタルヘルスケアシステム構築の取

り組み
神奈川県 石井 美緒

5 18歳未満の自殺未遂者に対する取り組み 神奈川県 松成 夏美

6 不登校児の健康診断受診の現状と対策 東京都 弘瀨 知江子

7 教育委員会・学校医と地域中核病院が連携した登校困難児童生徒への対応 東京都 小保内 俊雅

8
東村山市での学校教育を活用した中学生徒に対するHPVワクチン情報提供の

取り組み
東京都 村田 陽
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発表順 演 題 名

1 子どもたちのせぼねを守る 徳島県 酒井 紀典

2 岐阜県養老町における運動器検診の工夫と「子どもロコモ予防」活動 岐阜県 石井 光一

3 学校運動器検診「横浜市モデル」の挑戦と展望 神奈川県 土原 豊一

4 学校生活管理指導表からみた広島市の食物アレルギーの変遷 広島県 村上 洋子

5 1コマ（45分枠）で開催する教職員向けアレルギー対応研修の設計・実施 神奈川県 奥 典宏

6 横浜市学校腎臓病検診の工夫と実績 神奈川県 藤原 芳人

7 横浜市児童・生徒学校検尿（糖尿病検診）の43年間の成績 神奈川県 志賀 健太郎

8 検尿判定委員会から緊急連絡を行った事例5年間の検討 岐阜県 松隈 英治

発表順 演 題 名

1 健康教育に関して保護者向けアンケート結果について 福岡県 矢武 克之

2 徳島県における耳鼻咽喉科学校医の配置状況 徳島県 島田 亜紀

3 札幌市立高等学校の耳鼻咽喉科検診の現状報告 北海道 高木 摂夫

4 「耳鼻咽喉科健康診断マニュアル」2025年改訂版について 神奈川県 朝比奈 紀彦

5 大阪府下５大学病院の耳鼻咽喉科医師学校健診参加状況について 大阪府 坂 哲郎

6 花粉症重症化ゼロ作戦　～学校医の役割 東京都 大島 清史

7
「睡眠障害と学校健診について」 

―学校健診で睡眠時無呼吸を発見するためにー
神奈川県 吉川 琢磨

8 学童期の聴力調査について～保険調査票から～ 東京都 市川 菊乃

9 岡山県聴覚障害児支援中核機能強化事業の3年間の成果と課題 岡山県 片岡 祐子

10 「コミュニケーション障がい」に対する学校耳鼻科医の関わり方について 秋田県 阿部 隆

11 静岡県における「難聴児のインクルーシブ教育」に向けた取り組み 静岡県 植田 宏

12 神奈川県西地区における難聴児の医療・教育・福祉の現状と課題 神奈川県 寺崎 雅子
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1 近視は6歳をすぎた年長児で急増している 東京都 野末 富男

2 小学校における近視とコンタクトレンズに関する啓発授業 大阪府 宮本 裕子

3 アフターワクチン時代の細菌性結膜炎の原因菌の検討（小児） 神奈川県 坂本 則敏

4 部活動従事児童に対する屈折矯正器具の選択指針 愛知県 戸塚 伸吉

5 学校健診における屈折検査導入による早期近視発見の有効性の検討 東京都 野末 富男

6 神奈川県眼科医会主催「まもろう子どもの目」イベント報告 神奈川県 飯野 直樹

7
学校における健康教育および啓発活動の推進

：増加する子どもたちの近視とその対応について
愛知県 近藤 永子

8
眼科医不在地域における学校保健支援の試み 

― 医療DXを活用した新たな実践モデル ―
鹿児島県 宮本 純孝

9 人生100年を視野に入れ、令和世代に“刺さる”保健指導の工夫 神奈川県 鈴木 高遠

10 江戸川区で実施した10年間の色覚検査の結果と問題点 東京都 田中 寧

11
予期せぬ障害を生じる眼外傷の多様性　

～現病歴からは想定されなかった重症眼外傷の３例～
神奈川県 金井 光

12 学校保健から見た日本の眼鏡事情の問題 岩手県 鈴木 武敏

第５分科会「眼　科」

研究発表者名


